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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は，Fe-Cr-Ni系オーステナイト合金では水素侵入により脆化等の材料特性低下が生じず，強

度・延性バランスがかえって向上するという特異な現象に着目し，これを原子間の相互作用の観点

から解析したものである．各原子の配列が水素固溶度に与える影響を明らかにしてその物理的な解

釈を与え，強度・延性バランスを向上させるための合金設計指針を示した．また，材料特性の最適

化のための指導原理を提示して，上記現象の産業応用の可能性を示した．著者が示したこれらの成

果は，機械工学上の価値ある業績である．よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するもの

と認める． 
 
 
 
 
 
 


